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R7年度
70名純増既存の高度情報人材育成

に係る入学定員（目安）

50名

増員後の高度情報専門
人材に係る入学定員

120名
（半導体・情報数理専攻設置）

【修士課程】

既存の高度情報人材育成
に係る入学定員（目安）

5名

増員後の高度情報専門
人材に係る入学定員

22名

R7年度
17名増

(工学専攻からの
振替)

（半導体・情報数理専攻設置）

【博士課程】

高度情報専門人材の増員計画

既存の(高度)情報人材育成
に係る入学定員（目安）

75名

増員後の(高度)情報専門
人材に係る入学定員（目安）

155名

R6年度
80名増

(他学部からの
振替)

（情報融合学環、工学部半導体デバイ
ス工学課程設置、工学部情報電気工
学科情報工学教育プログラム）

【学士課程】
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（工学部情報電気工学科
情報工学教育プログラム）

(情報電気工学専攻
情報工学教育プログラム）

(工学専攻
情報関係教育プログラム）



高専専攻科連携教育プログラム（仮称）の構築 （令和8年入試、令和9年入学）

熊本大学工学部（４学科・１課程）

3年 4年

1年 2年

高専専攻科

土木建築学科，機械数理工学科，情報電気工学科
材料・応用化学科，半導体デバイス工学課程

専攻科
修了証

学士
（工学）

※専攻科と大学3年次編入の両方の推薦入試に合格

専攻科入試

編入学試験

主に高専で学修・研究

主に熊本大学で学修・研究

＜本教育PG：２年間高専と大学の両方に在籍＞

■募集人員：5名

相互単位認定により，双方
の修了・卒業要件を満たす

■授業料：熊本大学の授業料は免除される（高専へのみ納付）

■出願資格

高専・熊本大学の指導予定教員各１名に受入れの承諾を得ている人

両方
授与

高度な工学系人材の育成に貢献

期待される効果
高専・大学の双方の教育資源を有効活用した教育内容の高度化
高専・大学間の人的交流・共同研究の活性化による研究力強化

＜本教育プログラムの概要＞

（出願前に，熊本大学のラボインターンシップや共同研究に参加して，マッチングを行うことが望ましい。）

入学時に，高専・熊本大学の研究室に
配属され，双方の指導教員が連携して
卒業研究の指導を行う。

本
科
（
5
年
）

高
等
専
門
学
校
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地域自治体・企業等との連携による実践的教育

□ プレゼンテーション実習(1年次必修)
• 全15回を企業・自治体からの外部講師により実施
• 連携機関:熊本県庁(4名)、肥後銀行(4名)、テレビ熊本(2名)、

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング（SCK）(1名)
株式会社MARUKU(1名) 他

• R6、R7 SCK企業見学実施
• R5 米国政府関係者とTEL九州、SCK見学、

R7 台湾師範大学とTEL九州見学

□ DSゼミナール等(2年次（R7）、3年次（R8）)
• ソニーセミコンダクタソリューションズ開発のエッジAIを使った演習

（ソニー技術者も対面で講義）（DSゼミナールⅡ）
• 熊本経済同友会所属企業等3団体と実施に向けた調整
• 肥後銀行:「DSゼミナールⅢ・Ⅳ」「デジタルマーケティング」での講義準備
• 株式会社マイスティア、熊本県、熊本市と「DSゼミナールⅢ・Ⅳ」講義調整
• TEL九州、ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング:「半導体実験I・II」準備

□ アントレプレナーシップ科目
• 株式会社MARUKUとビジネスコンテスト等の企画を継続協議
• 学生2チーム(10名)がハッカソンに参加、1チームが全国大会準優勝

□ 初等中等教育段階の学校との連携
• 水俣高校などDXハイスクールとの連携。特に菊池高校と、PBL科目をベースとした教材開発開始
• 高大連携・先取り履修制度「新「肥後時修館」（高大接続科目等履修生）」開始

□ 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（MDASH）応用基礎レベル認定、全卒業者が当該プログラムを修了
するカリキュラム。

地域連携・実践的教育の推進

https://www.youtube.com/watch?v=6DK9aUQp-Rk



大学等連携推進法人を活用した地域大学との連携

□一般社団法人熊本地域大学ネットワーク機構
• R5.11.30 熊本大学・熊本県立大学・東海大学で設立、大学等連携推進法人認定
• 連携教育プログラム委員会を47回開催(R6年度)
• 連携開設科目の実施

「現代社会と半導体」:約500名履修(熊本大200名、熊本県立大300名)
「DS入門」:約620名履修(熊本大68名、熊本県立大550名)
「アグリマーケティング論」（東海大学290名、熊本大学63名）
「アグリビジネス論」（東海大学250名、熊本大学64名）
「グローバル企業家論」（東海大学200名、熊本大学63名）

国際連携・高度人材育成体制の構築

米国政府・米国大使館との連携

□English Language Specialist Program
• R5.8 アリゾナ大学Angela Hakim教授来訪、英語カリキュラム開発着手
• R6.5.20-31 Kumamoto University EMI Workshop開催
• 教員14名(熊本県立大学含む)にEMI講習実施
• R7年度より英語専門科目(アルゴリズム論、プログラミング演習)開講決定
• R6.6 エマニュエル駐日米国大使が情報融合学環1年生と交流
• R6.8-9 学環1年生16名が北テキサス大学へ留学

世界トップレベル人材招聘・海外機関連携

□特別講義の実施
• AMD、株式会社RistからKaggle Grandmasterによる特別講義を計画
□台湾トップ大学との連携
• 台湾師範大学 NTNU X TSMC Summer School(R7夏、定員30名:熊本大20名、熊本県立大10名)

TSMC工場見学ツアー含む2週間超の留学プログラム

エマニュエル前駐日米国大使訪問・交流
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世界トップレベル人材招聘・海外機関連携（前ページの続き）

□Googleから支援を受け、当該企業と連携した「サイバーセキュリティ講座」を検討、学生だけでなく地域連携プラット
フォームにより地域企業人を育成

実務家教員・インターンシップ体制

□実務経験者の派遣
• ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング熊本TEC⾧ 慶児幸秀氏が講義担当
• 情報融合学環「プレゼンテーション実習」で企業・自治体から計12名の実務家教員招聘

□学生支援・インターンシップ
• DS半導体コースでは、3年次必修科目「半導体実験Ⅰ・Ⅱ」において東京エレクトロン九州株式会社、ソニーセミコン

ダクタマニュファクチャリング株式会社とNDAを締結し、企業訪問での体験を含め企業の指導の下で就業体験を実施
する調整を進めている。

• DS総合コースでは、3年次必修科目「DSゼミナールⅢ・Ⅳ」または「デジタルマーケティング」において肥後銀行を
訪問し就業体験をしながら学習することを調整し、熊本経済同友会の企業とも調整を進めている。

□創設時から入試制度に女子枠を導入。
情報融合学環の令和６年度入学者女性比率３３％

□入部式直後に、保護者懇親会を開催し、大学院進学について説明。
コース分け説明会時に、大学院進学を見据えたコース選択について、
生涯賃金などを示し説明。

女子学生等の確保に向けた特色ある取組
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「社会人学生向け修学支援奨学金」制度の構築
□博士後期課程に在籍する社会人学生の修学支援を目的とした給付型の奨学金制度
・ 対象 博士後期課程に在籍する社会人学生
・ 支援額 250,000円（年額）
・ 支援期間 ３年間
・ 支援実績 令和6年度 ７名 令和7年度 12名

「JASM奨学金（TSMC奨学金）」による支援
□半導体関連分野で活躍を期待される博士前期課程学生を対象とした給付型の奨学金制度
・ 対象 博士前期課程１年
・ 支援額 400,000円（年額）
・ 支援期間 １年間
・ 支援実績 令和6年度 30名 令和7年度 30名

「国際共同教育プログラム（IJEP）」による留学生の確保
□東南アジア５カ国を対象としたインフラ・半導体分野におけるDX推進のためのプログラム
・ 国費留学生（特別枠）として受け入れ、英語での講義及び研究指導により学位取得可能
・ 受入実績 令和５年10月 修士２名 博士２名

令和６年10月 修士２名 博士３名
令和７年10月 修士２名 博士２名

女子学生、社会人学生、留学生等の確保に向けた特色ある取組

修士の学位を取得し企業へ就職している社会人及び東アジア等を中心とした留学生を確保する計画として、大学
院生をジュニア研究員等として世界標準（台湾や欧米等の大学院生並）の処遇で23名雇用

→ 半導体・DXの教育研究に専念できる環境を整備

大学院生をジュニア研究員等として世界標準の処遇で雇用
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海外のトップ大学との連携

台湾の国立重点大学との協定締結に伴う学生交流
・台湾大学、清華大学、陽明交通大学、成功大学と大学間交流協定（MOU）を締結
・成功大学での半導体サマープログラムへの参加

令和６年度 １名 令和7年度 ３名
・セミコン台湾2025学生交流プログラムに参加し、陽明交通大学・台北科技大学の

学生と交流を行った。
令和７年度 ４名

・令和７年７月に熊本で「2025 日台大学学⾧フォーラム」が開催された際に
台湾大学、清華大学、陽明交通大学、成功大学、台湾師範大学及び本学の学⾧、
副学⾧と半導体分野や学生交流等に関する意見交換を実施

・陽明交通大学及び成功大学と共同でのワークショップの開催を検討中
ＤＤＰの締結検討

・令和６年度には、清華大学、成功大学を訪問しDDP締結に向けた意見交換を行った。
・陽明交通大学とのDDP締結に向けて、検討中

高度情報専門人材の育成・輩出

産業界等との共同研究を実施する博士後期課程向けAim-Highプログラム「産学協働教育コース」
□Aim-High プログラム「産学協働教育コース」は、イノベーションをリードする博士企業人の育成を目的とし、企業及び
研究機関等との組織的な連携のもと、企業及び研究機関等の研究者との共同研究に参画し、学生・教員・企業及び研究機
関等の研究者の間で立案された訪問型共同研究や滞在型共同研究（インターンシップ）を行う。

・プログラム参加学生 令和６年度 ９名 令和７年度 15名
若手研究者及び博士後期課程学生の育成事業（BOOST）次世代AI人材育成プログラム

□令和6年度国家戦略分野の若手研究者及び博士後期課程学生の育成事業（BOOST）次世代AI人材育成プログラム（博士
後期課程学生）について、自然科学教育部半導体・情報数理専攻におけるAI分野をコアとした異分野融合領域（半導体、
数理、医療、クロスリアリティ）における卓越した博士人材輩出を目指す計画が採択

・プログラム参加学生 令和６年度 １名 令和７年度 ３名
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【工学部半導体デバイス工学課程】
R7年度1年次入学者 25名 3年次編入生 22名
R6年度1年次入学者 23名 3年次編入生 21名

学生確保のための取組
・高専向け工学部説明会（高専訪問）

R7年度 実施計画中（11～12月）
R6年度 14校実施、参加者約220名
R5年度 22校実施、参加者約130名

【自然科学教育部半導体・情報数理専攻】
R7年度入学者 博士前期課程 115名 博士後期課程 14名

学生確保のための取組
・オンライン説明会（学生、関係教員、保護者向け） R6年度10回実施、のべ90名参加
・高専向けオンライン説明会 R6年度３回実施
・ポスター、フライヤー配布 全国高専、情報関連学部のある主な私立大学へ配布
・工学部同窓会への案内 社会人学生確保のため

・工学部オンライン説明会（高専教員・高専生も参加可能）
R7年度 6回実施、159名参加

（R7年10月末現在。1月までに合計12回実施予定）
R6年度12回実施、130名参加

【情報融合学環】
R7年度入学者 68名（うち、女性17名）
R6年度入学者 68名（うち、女性22名）
令和7年度2年次コース分け状況 DS半導体コース20名、DS総合コース47名＊R6年度末1名自己都合退学

学生確保のための取組
・高校生等向け説明会

R7年度 6校実施、参加者約300名
（R7年10月末現在。）

R6年度 11校実施、参加者約750名
R5年度 16校実施、参加者約1500名

・オンライン説明会（高校教員・保護者等も参加可能）
R7年度 9回実施、329名参加

（R7年10月末現在。2月までに合計14回実施予定）
R6年度25回実施、258名参加
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教員確保の状況

【工学部半導体デバイス工学課程】
基幹教員:教授７３名、准教授５４名、講師１名、助教３１名 合計:１６０名（工学部全体の数）
上記のうち課程の主要授業科目を担う教員:２７名、准教授２１名、助教５名 合計:５３名

【情報融合学環】
基幹教員:教授１１名、准教授９名、講師１名、助教７名 合計:２８名

【自然科学教育部半導体・情報数理専攻】
（博士前期）専任教員:教授２０名、准教授１４名、助教７名 合計:４１名
（博士後期）専任教員:教授１９名、准教授１４名、助教７名 合計:４０名

令和5年4月に「半導体・デジタル研究教育機構」を設置し、当該機構の教員
が専任教員等となり、教育プログラムのカリキュラム編成及び大学院課程へ
の接続を考慮した教育を行う体制を構築した。また、令和6年度は、半導
体・デジタル研究教育機構に「先端分野」を設置し、国内トップレベルの教
員を採用して、更なる教育研究機能の拡充を図るとともに、半導体・デジタ
ル研究教育機構を基盤として、企業等の具体的な実務課題解決に取り組む高
度情報専門人材の育成を本格的に推進した。

専任教員9名を新たに採用
（R8.4に産総研からトップレ
ベル人材を1名採用予定）

FD実施の状況

（令和7年5月1日現在）

FD委員会を設置し、以下の内容を実施
・教員相互の授業参観
・シラバスチェック
・授業改善のためのアンケート
・学生・教員相互触発型授業検討会の実施
・優秀教育者の選考・表彰
・FD講演会の企画・実施

「教育関係共同利用拠点 大学の職員の組織的な研修等の実施機関（FDSD拠点）」
の中心的な役割を担う、情報融合学環副学環⾧ 喜多教授により、FD講演会

『生成AIの普及を踏まえて大学の授業ではどのように教えればよいか』を開催（R7）
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国立台湾大学

国立清華大学

「半導体製造プロセス」の領域は、世界において台湾が優位の分野。
台湾の国立重点大学であり、「半導体学院（大学院専門課程）」を設置している4大学
では、世界トップレベル研究者による AI、ビッグデータ、IoT、スマート製造、持続
可能な開発、グリーン科学技術及びカーボンニュートラル等「情報(informatics)」の
概念を取り込んだ教育・研究を実施。

・４大学と国際連携協定を締結し、人材育成、共同研究の強化を図る。
・ダブルディグリープログラムの設置計画 等

台湾の国立重点大学との連携

世界トップレベル企業との連携
・米国政府との関係を発展させ、シリコンバレーでの実践型インターンシップを実施
・Googleから支援を受け、当該企業と連携した「サイバーセキュリティ講座」を検討
・TSMCとの連携

 半導体関連企業への海外インターンシップ・共同研究を実施
 半導体分野の研究及び人材育成における産学連携に関する協定を締結
 半導体関連分野の研究に従事する学生を対象に30名にTSMC奨学金を支給
 TSMCによる講義「Advanced CMOS Technology-Device, Process, Design, 

and Package」を実施し、九大で実施されている講義をオンライン受講

国際的な連携による高度情報・半導体人材の育成・輩出

米国政府
米国政府と英語教育カリキュラムの共同開発
英語教育において、在福岡米国領事館から語学を中心とする
学修支援（English Language Specialist Program）の提供
があり、米国の大学から講師を招聘し、英語カリキュラムに
導入。なお、同プログラムは、日本の大学で初めて選定され
たもの。
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大学等連携推進法人「一般社団法人熊本地域大学ネットワーク機構」を基盤として、熊本大学・熊本県立大学・
東海大学の3大学連携による情報教育プログラムの横展開を本格的に実施（詳細はP６のとおり）

大学等連携推進法人を活用した地域大学との連携（情報融合学環）

他の大学・高専との連携、教育プログラムの横展開

高専専攻科連携教育プログラム（仮称）の構築（工学部）
熊本高専、久留米高専と連携して、学士（工学）と高専専攻科の修了証が同時に授与される教育プログラム
を構築し、令和8年度入試、令和9年度入学に向けて、準備を進めている（詳細はP５のとおり）

東京大学と連携した実習、講義の実施（大学院）
□半導体・情報数理専攻（博士後期課程）の学生を対象とした実習、講義の実施
• 「半導体デバイス実習」 東京大学ナノシステム集積センターと連携して、令和７年度から実施
• 「半導体システム特別講義」 東京大学の教員による特別講義を令和８年２月開講予定で調整中

地域自治体・企業等との連携による実践的教育

• 「プレゼンテーション実習」 熊本県庁、肥後銀行、テレビ熊本、山都町のITベンチャー企業「株式会社
MARUKU」、ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社から計12名の講師を招聘

• 「DSゼミナール」 次年度からの実施に向け、熊本経済同友会所属企業等と調整中（詳細はP６のとおり）
• 「工学部特別講義I～IV」 （一社）日本半導体製造装置加盟企業や地元半導体企業による講義を開講
• TSMCによる遠隔講義 R6は52名が履修し、修了証を発行（大学院）
• 「産学連携PBL」 地元企業から担当者を派遣いただき、データの統計的な解決手法やプロジェクト立案、

工程管理等、企業内での課題に関連したテーマについてのグループワークを行う。また、課題の提出や成果
発表も行う。R7はSCKと京セラが、それぞれ６～８回分の授業を実施

• 熊本県半導体人材育成会議に参加し、産業界が求める人材像を踏まえた、人材育成のための教育プログラム
等について検討
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トップレベル人材の招聘

• 産業技術総合研究所で進める三次元積層半導体の第一人者として、
3次元集積半導体実装技術の基盤構築に多くの知見をもつトップレベル人材
（渡辺直也氏）を招聘して特別講義を実施

• IMEC（ベルギー）から世界トップレベル人材（①Vice President R&D
ジュリアン・ライカート氏、②シニアフェロー Eric Beyne氏）を招聘した
先端半導体セミナー「①CMOS2.0に向けて: クロステクノロジー協調最適化
のためのフレームワーク」「②ハイブリッドボンディングとnTSV

（Nano-Through Silicon Via）技術の進展による3D異種統合:3D-SOCから
CMOS2.0へ」を開催

• Leibniz Institute for High Performance Microelectronics (ihp)（ドイツ）
から世界トップレベル人材（山本 裕司 博士）を招聘した先端半導体セミナー

「IV族半導体エピタキシーの基礎と最先端デバイスへの応用」を開催

• 台湾半導体研究所（TSRI）から世界トップレベル人材（①侯 拓宏氏、②蔡 瀚輝氏）
を招聘した先端半導体セミナー「①TSRI‘s Advanced Service Platforms for 
Semiconductor Manufacturingand Materials Analysis」「②Driving the 
Future: From Chip Design to Cutting-Edge Advanced Packaging」を開催

• チェコ科学アカデミー物理学研究所（チェコ）から世界トップレベル人材
（Pavel Lejček教授）を招聘した特別講義を学部生及び大学院生に対して実施

・AMD、株式会社RistからKaggle Grandmasterによる特別講義を計画
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5Fクリーンルーム

SOIL
オープンラボ

D-Square
講義室・演習室：
情報融合学環、

半導体デバイス工学課程
オープンラボ：

半導体・情報数理専攻

【建物外観】

【D-Square 講義室1-1 】
高度情報専門人材育成の場「D-Square」を建設（R7.10稼働）

■情報融合学環、工学部半導体デバイス工学課程、半導体・
情報数理専攻の学生が集い学ぶ場であり、半導体と
デジタル人材育成の拠点

■6階建て／延べ床面積約3,700平方メートル
・情報融合学環、半導体デバイス工学課程講義室・演習室

（1F～3F）
・半導体・情報数理専攻大学院生オープンラボ（4F～6F）
・教員研究室（3F～6F）
・授乳室、祈祷室



育成する人材像とカリキュラム編成方針

①「（先端）半導体システム教育プログラム」及び「（先端）情報数理教育プログラム」では、一方の分野に偏らず、半導体、情
報数理の相互に関連する知識・スキルを教授するカリキュラムで構築し、シナジーを生み出し教育効果を高めることとしている。

17

先端情報数理教育プログラム 先端半導体システム教育プログラム

科学英語演習



育成する人材像とカリキュラム編成方針
②情報融合学環DS総合コースでは、情報・数理工学分野の教育内容を拡充するため、令和7年の数理・データサイ
エンス・AI教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）申請に向けたカリキュラムを予定通り開講した。このカリ
キュラムにより、半導体分野に限らない幅広い情報・数理工学の知識・技能を体系的に習得できる教育体制を構築

③企業連携による実践的な情報・数理教育として、1年次必修科目「プレゼンテーション実習」を計画通り開講した。
全15回の講義において、熊本県庁、肥後銀行、テレビ熊本、山都町のITベンチャー企業「株式会社MARUKU」、ソ
ニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社から実務家講師を招聘し、半導体以外のデジタルマーケティ
ング、地域データ分析、メディア情報処理など多様な分野における情報技術の活用についても学修する機会を提供

④「DS総合コース」における2年次科目「DSゼミナールI・II」の実施に向け、熊本経済同友会所属企業をはじめと
する企業等との調整を進めた。特に肥後銀行との「DSゼミナール」および「デジタルマーケティング」での講義実
施に向けた具体的準備を行い、金融、流通、観光、行政など半導体以外の多様な分野における情報技術の活用と
データ分析に関する課題解決型学習を導入する計画を具体化した。

⑤AI教育の一層の拡充に向けた特筆すべき取組として、令和7年度に世界トップクラスAIエンジニアの証明である
「Kaggle Grandmaster」が複数人所属する株式会社Rist社からAIデータサイエンスに係る講義提供を受けることに
ついて調整を行った。またAIについての3科目の開講準備を進め、ディープラーニングなどのAI技術を取り入れた教
材開発を完了した。

→ これらの取組により、半導体工学分野に加えて情報・数理工学分野における教育内容を着実に拡充し、
様々な産業分野でAIやデータサイエンスを活用できる高度情報専門人材の育成基盤を強化している。
世界トップレベルのAI人材による講義提供などの先進的な取組は、半導体関連以外の高度情報専門人材
育成における本事業の特色となるものである。

→ さらに、令和6年度国家戦略分野の若手研究者及び博士後期課程学生の育成事業（BOOST）次世代AI人材
育成プログラム（博士後期課程学生）について、自然科学教育部半導体・情報数理専攻におけるAI分野を
コアとした異分野融合領域（半導体、数理、医療、クロスリアリティ）における卓越した博士人材輩出を
目指す計画が採択され、選考の結果、令和６年度は1名、令和７年度は３名の学生が参加
（概要は次頁のとおり） 18



育成する人材像とカリキュラム編成方針
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AI分野を先導する異分野融合型グローバル博士人材育成プログラム（Guide4AI）



育成する人材像とカリキュラム編成方針
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令和7年度入試結果の最終値
令和７年度最終値 博士前期課程 115名（充足率0.96) 博士後期課程 14名（充足率0.64）
※最終値は10月入学を含む

入学者数が収容定員を下回った原因
博士前期課程（定員120名）

入試結果 志願者131名 合格者121名 入学者115名
定員70名純増する中で志願者の確保を図るため、オンライン入試説明会、高専への説明等を実施した。
その結果、志願者数、合格者は定員を超えていたが、優秀な学生の獲得を優先したことと、一部の
合格者による入学辞退があったことが定員を下回った原因と考える。

博士後期課程（定員22名）
入試結果 志願者20名 合格者19名 入学者14名
志願者及び合格者は定員に近い値であったが、留学生5名の入学辞退があり入学者14名（充足率0.64）と
なった。設置の届出受理後に学生募集を開始したため、JICAの受入リストに半導体・情報数理専攻を追
加することができなかった等、通常に比較して学生募集の機会を確保できなかった。

改善策及び対応状況
令和8年度第１期入試（令和7年8月実施）合格者数 博士前期課程 122名 博士後期課程 3名
令和8年度 4月入学 IJEP入試 出願状況 博士前期課程 3名 博士後期課程 4名

博士前期課程は、オンライン入試説明会等の実施により、令和８年度第１期入試の合格者は定員を上回る結果
となっている。博士後期課程は、外国人を対象としたIJEP入試、国費留学生入試（特別枠:継続採択でDC４名
（昨年度＋１））、第２期入試（社会人入試、進学者選考含む）等の複数の入試を今後実施し、引き続き志願者
の確保に努める。

また、博士後期への進学を希望する博士前期学生を対象とした授業料免除の実施等により博士後期への進学を
促進し、社会人学生を対象とした奨学金制度を創設するなどし博士後期課程学生の獲得に努めている。



育成する人材像とカリキュラム編成方針
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育成する人材像とカリキュラム編成方針
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1. 地域連携における実質的な教育内容の共有
熊本大学・熊本県立大学・東海大学の3大学連携では、連携開設科目の実質的な運用に特に注意を払っている。「現代社

会と半導体」では熊本大学200名、熊本県立大学300名の計約500名が履修し、「DS入門」では計約620名が履修すると
いう大規模な展開を実現している。

この実現のために、熊本大学理事・副学⾧、情報融合学環⾧、熊本県立大学総合管理学部情報部門⾧等による連携教育
プログラム委員会を47回開催し、緊密な協力体制を構築した。単なる形式的な連携ではなく、教育内容の質保証と各大学
の特色を活かしたカリキュラム設計を重視している。

2. 遠隔授業システムを活用した効率的な運営体制
大学間の物理的距離や時間割の違いという障壁を克服するため、遠隔授業システムを活用した効率的な授業運営体制を

確立している。この仕組みは、場所や時間の制約をある程度気にすることなく対応できるため、相互にwin-winの関係と
なることを前提として、熊本大学で実施する半導体・データサイエンスに係る科目の「大学コンソーシアム熊本」への展
開も進めている。

3. 台湾師範大学等との実質的な学生交流プログラムの構築
台湾師範大学との連携においては、具体的な教育プログラムの共同実施を重視している。令和7年度の夏休みに、定員

30名(熊本大学20名、熊本県立大学10名)で、現地TSMC工場見学ツアーを含む2週間超の期間の留学プログラム「NTNU 
X TSMC Summer School Semiconductor and Artificial Intelligence」を開催することが決定した。
この取組は、単なる覚書の締結に留まらず、学生が実際に最先端の半導体産業の現場に触れ、国際的な視野を養う機会を
提供するものである。



育成する人材像とカリキュラム編成方針
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4. 国際的な教育手法の導入とEMI(English as a Medium of Instruction)の推進
米国「English Language Specialist Program」との連携により、2024年5月20日から31日に米国大使館の調整で再来

日したアリゾナ大学のAngela Hakim教授が、Kumamoto University EMI Workshopを開催し、教員14名に対してEMI講
習を実施した。

この取組により、2025年度より情報融合学環において英語で専門科目(アルゴリズム論、プログラミング演習)を教える
ことが決定し、当該科目を連携開設科目として熊本県立大学へ展開するための準備も進めている。国際的な教育の質保証
を意識した取組と言える。

5. 多角的な評価による教育プログラムの質保証
先取り履修科目「現代社会と半導体」の展開においては、学生による授業改善アンケートを実施するとともに、連携開

設科目として大学を超えた複数の教員による確認を行い、さらに「くまもとDX人材育成プラットフォーム」での評価など、
多角的な方法で評価を実施している。

このような重層的な評価体制により、教育の質を継続的に改善する仕組みを構築している。

まとめ
熊本大学の取組において留意されている点は、形式的な連携に留まらない実質的な教育内容の共有、技術を活用した物

理的・時間的障壁の克服、学生にとっての実質的な学びの機会の創出、国際的な質保証基準への対応、そして多角的な評
価による継続的改善という点に集約できる。

これらは、大学間連携やグローバル人材育成という取組を、単なる制度上の枠組みに留めず、学生の実質的な学びと成
⾧につなげるための重要な視点である。



育成する人材像とカリキュラム編成方針
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地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）【10年後のビジョン】
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地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）【取組内容の概要】


